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１　目　的　
・前年度末、または新年度当初に、これまでの研究の成果と課題を次の研修に生かすために、学校全体としてどのような具体的な取組が考えられるかアイデアを出し合い、教職員の協働意識を高める。【ポイント①】
２　日　時　
平成○○年○○月○○日（○）　時間　○○：○○～○○：○○　（４５分間）
３　準備物　
・模造紙（マトリックスシート）、付箋紙（赤と青75mm×75mm）、水性黒マジックペン（人数分）、水性マジック（各グループに5色程度）、黒板、マグネット、リサーチデータ
４　研修の進め方（例）（学年単位や研究チーム別等の小グループ）
・テーマ　例）：　　＜○○の力を高めるには、どうしたらよいか【ポイント②】＞
	時間（４５分）
	内　　　容
	留　意　点

	（３分）
（７分）
（１０分）
（１０分）
（１０分）
（５分）

	１　演習の目的や進め方について説
明を聞く。
２　研究の成果と課題を付箋紙に書
く。
　　　
　
３　マトリックスシートに付箋紙を
貼っていく。
４　構造化する。【ポイント③】
５　各グループから発表する。
（１グループ３分間：時間厳守）
６　各グループで作り上げたマトリ
ックスシートをもとに全体でのま
とめを行う。
（最後は管理職からの指導助言）

	【研究主任】目的や進め方を簡潔に説明
〇  進め方については手順を示したものを掲示する。（プレゼン等★）
〇　成果と課題を付箋に転記する。書いた付箋があればそのまま活用する。
・成果は青、課題は赤の付箋紙
・１枚の付箋紙に一つのことを書く。
　・見やすいよう水性黒マジックペンを使用する。
〇　まず成果から、一人ずつ考えを述べながら付箋紙を貼る。その際、似たような意見は、その都度つけ加える
〇  似た内容ごとに小見出しを付ける。線でつないだり、囲んだりして関連させることで内容を整理・分析する。
【研究主任】各グループを回りながら進行状況を把握し、声かけをする。
〇  発表者、計時、成果物持ち等、各グループで役割分担を行う。
〇  他のグループの発表を聞き合い、全体で考えを共有する。
【研究主任】全体の意見を整理し、関連させ今後の研究の方向付けをしてまとめる。【ポイント④】

























ワークショップ型研修　①


～マトリックス法によるミッション探索編～





※本研修の意図や留意すべきことをポイント①～④として示しています。





【ポイント①】　各部会の成果と課題（成果物があれば、そのまま活用）、学校評価の結果等を参考にすることで、根拠を明確にして、次のＰＤＣＡサイクルの  Ｐ（計画）を意識したＡ（改善）の充実を図る。





焦点化





【ポイント②】　これまでの取組で出された成果や課題と新たに見えてきた課題を合わせて整理・分析し、年間を見通した取組の方向性を探る。





【マトリックスシート】





その他








視点②「学習規律」








視点①「言語活動」


げ








出前講座の活用





伝え合い活動





ペア活動


の充実





進んで読書をする。





成果











友だちの話の聞き方





コミュニケーション力





読書習慣の定着





読む





疑問点











学習意欲の評価の仕方は？





よりよい


手立ては？

















思考力・判断力・表現力の評価





継続的・系統的な書く活動の指導





課題





全体で話すことに苦手意識がある























書く





【ポイント④】


年間のどの段階にどのような形態で取り組むことができそうかの大まかな見通しをもつ。 （児童・生徒の姿を中期的ビジョンとして描き共有する。）


また、研究推進協議会等でさらに具体的な実行策のアイデアを出し合い、実行策検討シート等を利用して、優先度や難易度の観点からしぼり込むことなども考えられる。





【ポイント③】　


出された付箋紙を整理し、マジックなどを使い、枠で囲んだり、文字を書いたりして構造化していく。それぞれの気付きを関連付けていくことで、具体的な手立ての手がかりが見えてくる。　　　





� EMBED Excel.Sheet.12 ���





☆　研修のねらいや進め方がわかるプレゼンテーションのデータが有りますので、ご活用ください。（学校の実態に応じて時間設定や内容が編集できます。）
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